
平成２９年度野生鳥獣による農作物の被害状況

１ 野生鳥獣による農作物被害面積及び被害額の推移

（１）鳥獣種別の被害額は、カラス、ツキノワグマ、ニホンザルの順に大きく、全鳥獣に

よる合計の被害面積は約３６ha、被害額は約７，８００万円となっています。また、

前年度に比べると面積は約１割増加、被害額は横ばいとなっています。

（２）カラスによる被害は、面積が約５ha、被害額が約２，３００万円で、前年に比べ面

積で約３割、被害額で約２割減少しました。

鳥獣被害対策実施隊員（以下、「実施隊員」という。）などによる捕獲・追払い活動

を前年度よりも強化した市町村を中心に、被害が減少しています。

（３）ツキノワグマによる被害は、面積が約１２ha、被害額が約２，１００万円で、前年

度に比べ、面積、被害額ともに倍増しました。

ツキノワグマによる被害は、ブナの結実状況と関連が大きいとされており、平成

２９年度はブナが凶作であったことから、前年度より被害が増加したと考えられます。

（４）ニホンザルによる被害は、面積が約７ha、被害額が約１，５００万円で、前年度に

比べ面積が約３割、被害額が約２割増加しました。

県内では、ニホンザルの生息数が増加傾向にあるほか、農作物の収穫期以前に引き

抜きや枝折り等のいたずら被害が年間を通じて発生したことなどにより、前年度より

被害が増加しました。

（５）平成２９年８月に深浦町で自家用の水稲がイノシシの食害にあったほか、同年１０

月に八戸市でアライグマが県南地域では初めて捕獲されており、今後、これらの鳥

獣による農作物被害の拡大が懸念されています。

表 野生鳥獣による農作物被害の推移 （単位：ha、万円）

※四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合がある。また、前年対比も同様の理由で割合

が異なる場合がある。

面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額

② ツキノワグマ 6.8 1,020 11.2 1,516 5.7 963 5.9 1,104 12.3 2,121 208% 192%

③ ニホンザル 13.9 2,281 11.9 1,822 8.2 1,841 5.1 1,233 6.8 1,525 134% 124%

アライグマ 1.4 421 1.1 375 0.8 254 0.8 246 0.5 168 70% 68%

ニホンジカ - - - - 0.1 24 0.1 6 0.1 6 100% 100%

その他獣類 2.7 225 1.3 428 5.8 824 1.3 396 1.6 334 122% 85%

① カラス 9.4 2,250 9.2 2,723 10.6 3,629 7.6 2,699 5.4 2,276 71% 84%

ムクドリ 0.4 158 0.8 281 1.0 388 2.0 827 1.3 518 64% 63%

ヒヨドリ 0.4 153 0.8 282 1.9 779 2.0 842 1.0 423 51% 50%

その他鳥類 6.9 538 9.3 994 9.9 956 8.8 610 6.7 448 76% 73%

計 41.9 7,045 45.7 8,421 44.0 9,657 33.6 7,963 35.7 7,818 106% 98%
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２ 品目別被害状況

（１）品目別の被害額は、果樹が約４，３００万円で最も大きく、次いで野菜の

約２，５００万円となっており、果樹と野菜で被害額の約９割を占めています。

（２）最も被害の大きい果樹の被害額については、カラス約１，６００万円、ツキノワグマ

約９００万円、ニホンザル約６５０万円の順に大きく、これら３鳥獣の合計で果樹全

体の約７割を占めています。

（３）次いで被害の大きい野菜の被害額は、ツキノワグマ約９８０万円、カラス

約６１０万円、ニホンザル約５５０万円の順に大きく、これら３鳥獣の合計で、野菜

全体の約９割を占めています。
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